
よくあるお問い合わせ

　においや水漏れ
対策のため、ごみ

袋は必ず二重に結ぶよう
にしてください。片側しか
結ばないとにおいが漏れ
たり、ごみ袋の間からカラスがつついたりしてごみ
が散乱するおそれがあります。

燃やすしかないごみ袋はどのように結
んだらよいですか？Q

A
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　家庭から出る燃やすしかないごみの約 50％は水分。水分を減ら
せばごみ減量につながり、重いごみを運ぶのも楽になります。今回
は水分量を減らすポイントを紹介します。　　　　　　　　　　　
　　　　　　【問】市生活環境課リサイクル推進係（☎ 88・8933）

シリーズ「ごみ減量をいかにして成功させるか」㊽

水切りで一石二鳥　ごみ減量と焼却炉の負担軽減

ごみの中に水分が多いと焼却費用が増加
　

　
　家庭から出された燃やすしかないごみは、収集後に
有明ひまわりセンターへ搬入されます。搬入されたご
みは焼却されますが、水分を多く含んでいると「水を
燃やしている」ことになり、思うようにごみを燃や
すことができませ
ん。そのため、焼
却に多くの時間と
燃料がかかり、結
果として、施設の
寿命が短くなるこ
と に つ な が り ま
す。焼却費用は皆さんの税金で賄われています。少し
でも水分を少なくすることが焼却費用の削減につなが
ります。

水分量を減らすポイント
　２つのポイントを心がけ、燃やすしかないごみの水
分量削減にご協力ください。
●ポイント①　濡らさないこと
　皆さん野菜などを切った後、切りくずをそのままシ
ンクに入れていませんか。シンクは皿を洗ったりする
ため、水分が付着します。調理をするときは、まな板
の横にビニール袋などを置いて、切りくずはその中に
入れるよう心がけましょう。

●ポイント②　水を切ること
　朝夕の忙しい時間に野菜を切るたびに袋に入れるな
ど、細かい作業をする時間は取れない人が多いと思い
ます。そんなときは、最後に「水を切る」ことを意識
してください。ほんの少し水を絞るだけで、ごみの重
さが驚くほど減ります。水切りのお助けアイテムとし
て水切りネットや水切り袋がホームセンターやドラッ
グストアで販売されています。ぜひ活用ください。

ごみ分別アプリ
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■３〜 8 月の可燃ごみの割合
柳川市
74％

みやま市
26％

　8 月の市内の可燃ごみの量は前年同月に比べ約 3％
減少。みやま市の可燃ごみの量は前年同月に比べ約
17％減少しました。

柳川とっておき歴史の話－立花宗茂外伝－第 14 回 
【問】市観光課観光推進係（☎ 77・8563）

　 市は、家庭で発生する生ごみの減量の
ため、電動生ごみ処理機の購入補助を行っ
ています。補助額は購
入費の３分の２で上限
５万円です。また、最
大１カ月の無料レンタ
ルも実施しています。
興味がある人は、市生
活環境課までお問い合
わせてください。

【問】購入補助＝同課リサイクル推進係（☎
88・8933）、レンタル＝同課環境係（☎
77・8485）

　 電動生ごみ処理機の
レンタル、購入補助を行います
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